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白隠禅師の仮名法語にみる 「健康」 の語の使用
―『於
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』 （1751） から『さし藻
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草
グサ

』 （1760） まで―

平尾真智子
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要旨：「健康」の語の使用状況を白隠禅師の仮名法語を主に調査した．史料には禅文化研究所編，
『白隠禅師法語全集』全 14冊（2003）を用いた．白隠慧鶴（1685–1768）は，臨済宗を中興した江
戸中期の禅僧である．白隠の仮名法語の 9著作『於仁安佐美』巻之上（1751），『於仁安佐美』巻之
下（1751），『隻手音声』（1753），『辺鄙以知吾』（1754），『三教一致の弁』（1754），『夜船閑話』巻
之下（1755），『夜船閑話』（1757），『仮名葎』（1759），『さし藻草』（1760）の，14ケ所に使用が確
認できた．漢文体の語録『毒爪牙』（1758）にも 2ケ所の使用があった．「健康」は今日的な身心の
健康の意味の他に領地・国にも使用されていた．日本では「健康」の語は 1751年より使用されて
いることが明らかとなった．

キーワード：白隠禅師，仮名法語，健康の語，江戸時代，於仁安佐美

1．研究目的

「健康」という言葉は医療従事者・教育者など

にとって，働きかける対象である人間の心身の状

態の目標とする状態であり，保健・医療・看護・

教育などの領域にとっては極めて重要な概念の 

一つである．近年，これらの関係者のなかで「健

康」という言葉のルーツが研究課題として取り上

げられるようになってきている．

「健康」 の語のルーツについて最初に問題提起

をしたのは医史学研究者の奥沢康正で，1991年

中国からの招聘研究者である厳善炤の 「『健康』

という語のルーツはどこか」 という質問をきっ 

かけに辞典類を調査し，『日本類語大辞典』（明治

42年） に「健康」 が載っているのをつきとめてい

る1)．教育史研究者の瀧澤利行は日本における 

養生思想を原典に基づいて研究し『日本近代健康

思想の定立』 （1993） において，江戸時代の養生 

思想が明治以降の健康思想に関連している，と言

及している2)．奥沢の問題提起から，杉浦守邦3) 

（1997） や八木保・中森一郎 4) （1999），がこの問

題に関する報告を行っている．このなかで杉浦

は，幕末期に緒方洪庵がオランダの医学書を翻訳

した『病学通論』（1849） に「ヘソンドヘイド」 

の訳語として「健康」の語が使用されているのを

初出としている．一方，八木らは江戸後期の蘭学

者，稲村三伯がフランソワ・ハルマの『蘭仏辞 

典』の蘭語の部分を訳して刊行した蘭和辞典『波

留麻和解』 （1796） に使用されたのが初出であると

している．北澤一利は『「健康」 の日本史』にお

いて （2000），蘭学者の高野長英，緒方洪庵によ

る 「健康」 の使用について記している5)．鹿野政

直は『健康観にみる近代』 （2001） のなかで，明治

期になり，福沢諭吉の『文明論之概略』などで 

「健康」の語が使用されることにより，「健康」が

常用語になっていったこと，江戸時代までの日本

では「ヘルシー」の状態は，達者・養生・無病・

息災・養性・無事・丈夫・強健・元気・壮健など

と呼ばれてきた， と述べている6)．新村拓は『健

康の社会史』 （2006） のなかで，健康の初出は八木
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らの提唱した『波留麻和解』であるとしている7)．

近年の「健康」という語の使用に関する先行研

究には，青木純一・北野与一8)，「健康」の語誌

的研究 （2007），杉浦守邦 9)，再度「健康」 という

語の創始者について（2011）， がある．このなか

で青木らは， 白隠禅師の仮名法語『夜船閑話』

（1757），序の「健康」の語 2ケ所使用を初出とし

ているが，杉浦はこの序の作者は窮乏庵主飢凍 

という人物であり，白隠とは別の人物の可能性が

あり白隠自身によるものとは認められないとして

いる．

白隠禅師の著作は多く，仏教の教義のほかに健

康や長寿，病気，看病に関する著作もある10)．本

研究では，「健康」の語の使用に関し，白隠禅師

の他の仮名法語や著作を調査し，「健康」の語の

使用状況とその日本医学史上の意義を明らかにす

ることを目的とする．

2．研究方法

原本影印が収録され，白隠の仮名法語に関する

最新の研究成果である禅文化研究所編，『白隠禅

師法語全集』11)全 14冊 （1999–2002） を主な研究対

象とした．その他に白隠和尚全集編纂会編，『白

隠和尚全集』12)全 8巻 （1935） も参照した．

3．結　　果

1）白隠禅師の人物像

白隠慧鶴（1685–1768） は，臨済宗中興の祖と

称される江戸中期の禅僧である．駿河国原宿（現

静岡県沼津市原）にあった長沢家の三男に生ま

れ，15歳で出家し諸国を遊方し修業を続け，病

にかかっても内観法で回復し，道鏡慧端の指導で

悟りを得た．また禅病を治す治療法を考案し若い

修行僧を救った．地元に帰って布教を続け衰退し

ていた臨済宗を復興させた．禅の教えを表した達

磨図などの禅画を多数描いた人物である．84歳

で遷化．後桜町天皇より神機独妙禅師の諡を賜

い，明治 17年に明治天皇より正宗国師と追諡さ

れた13)．

2）白隠の著作と「健康」の語の使用

白隠の仮名法語に分類される『夜船閑話』など

の著作を主に「健康」の語の使用を調査したとこ

ろ，つぎの 9著作 14ケ所に使用が確認できた．

以下はこれらの著作を「健康」の語の使用の早い

順に，（1） から （9） までの番号を付し，白隠の著

作名，年代（カッコ内は西暦），使用回数（右端

のカッコ内）に表記し，整理したものである．こ

れらの著作には，その著作の簡潔な内容，その著

作における「健康」の語の使用箇所（丁数） を抜

粋した使用文を提示した．なお文中の「健康」の

箇所をわかりやすくするために健康の語には

【　】をつけた．

著作の （1） から （9） は仏教の教えをやさしく説

いた和文体の仮名法語である．また仮名法語では

ないが，白隠の漢文語録である『毒爪牙』にも「健

康」の使用が 2ケ所認められたため， （10） として

取り上げた．

（1）『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』巻之上，寛延 4（1751）年， （3）

内容は中御門天皇の皇女である宝鏡寺および光

照院門跡の姫宮に与えた仮名法語である．姫宮と

は京都の妙心寺に立ち寄った時に知り合った後，

宝鏡寺に招かれて行った．内容は禅の教義に関す

るものであるが，富貴を恃み権勢に誇る者への批

判，宮門跡の奢侈な日常生活のへの批判，作務と

動中の工夫のすすめ，古の出家者や，地獄に落ち

た貴人，禅病の体験談などである．

①『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』巻之上，二八丁ウ14)

「盡
ツキ

セヌ前
さ

キノ世ノ善
ゼン

薫
クンリキ

力ナルベシ．國脉
ミヤク

ノ

【健
ケンコウ

康】，枝
えだ

葉
は

ノ繁榮マデモ推
ヲシはか

計ラレテ貴クコ

ソ覺ヘ侍リ．」（資料 1）

②『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』巻之上，三四丁オ15)

「恐レ入リタル事ニ侍レド，今
いまさラ

更出家遁世ノ

御
おん

身
み

トシテ，叢林ニ入ラセ玉イ，淨藏院裏ノ

御丈
ヂヤウシツ

室ニテワタラセ玉ヘバ，古人住職ノ古

風ヲ慕
シトワ

セ玉イ，動
ドウヨウ

搖作
サ ム

務ノ定
じようりき

力ヲ學バセ玉

イ，身心モ【健
ケンカウ

康】ニ長壽ヲモ保
タモ

タセ玉ワン

御養生ノタメニナラバ苦ルシカラズ．」（資料

2）
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③『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』巻之上，三六丁オ16)

「彼ノ林
りん

才
ざい

ノ謂ユル，一
いっさいしょ

切處心
しん

異
こと

ナラザル是

レヲ活
かつ

祖
そ

ト名ヅクル等ノ境
きょうがい

界ハ，求メザルニ

現前シテ，心身【健
ケンコウ

康】，生
さんてつ

鐵鑄
い

ナス底
てい

ノ天

下ノ蔭
いんりょうじゅ

凉樹トモナラセ玉ワバ，人間天上ノ善

果モ此レニ過ギタル事ハ侍ルベカラズ．」（資

料 3）

（2）『於
お

仁
に

安
あ ざ

佐美
み

』巻之下，宝暦 2（1752）年， （1）

本書は『於
お

仁
に

安
あ ざ

佐美
み

』巻之下，となっているが

『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』巻之上との内容的関連はなく独立

した一書の書簡である．内容は伊予大洲藩江戸詰

家老，加藤内蔵之輔成章に与えた仮名法語であ

る．大洲藩では財政難からしばしば倹約令が出さ

れ，藩士の生活も最低限に切り詰められていた．

寛延 3（1750）年には藩内の 1万 8千人の農民が

資料 1　『於仁安佐美』巻之上，二八丁ウ

資料 2　『於仁安佐美』巻之上，三四丁オ
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蜂起する「内ノ子騒動」が起きている．当該箇所

は書簡の冒頭部分である．

『於
お

仁
に

安
あ ざ

佐美
み

』巻之下，一丁オ17)

「十月十八日ノ貴書，并ニ兩種，昨
キノフ

十五日落

手，寔
マコト

ニ對
タイがん

顏ノ心地，怡
い

悦
えつ

淺カラズ候
そ

ロ．殿

下増
ま

ス増ス御【健
ケンコウ

康】ニ，諸君無難ニ御勤メ

ノ由
よ

シ，珍
ちんちよう

重ノ至リニ候
そ

ロ」

（3）『隻手音声』，宝暦 3（1753）年， （1）

内容は前岡山城主の侍側の女性，富郷賢媖に与

えた仮名法語である．禅の教義について説いてい

る．見性を得て仏国土を実現することが大事であ

ることを説き，後半では中国の堕落した禅を批判

している．当該箇所は書簡の冒頭部分である．『隻

手音声』とは白隠禅師の公案によるもので「片手

の音を聞くことの意味」を問うものである．

『隻手音聲』（一名，藪柑子）一丁18)

「卯
う

月
づき

二十七日の御文，五月初めに落掌．貴

命之通
とおり

，過
すぎ

し頃は法
ほううん

雲精
しようじや

舍に於て圖
はか

らざる

見
げんざん

參，怡
い

悦
えつ

淺からず令
ぞんぜしめそうろう

存 候．其
そののち

後，大
たいこういん

侯隱

君
くん

，其
そのほか

外，何れも恙
つつが

なく御歸城， 増
ますます

御【健

康】の旨，珍
ちんちよう

重此
この

御
おんこと

事に候」

（4）『辺
ヘ ビ ヰ

鄙以知
チ

吾
ゴ

』巻之上，宝暦 4（1754）， （2）

内容は岡山藩主池田継政への書簡の形をとる仮

名法語である．仁政と養生のすすめを説き，暗君

は酷使を重用する，村役人の専横と百姓の蜂起，

家康公の善政を記す．華奢を禁じ，浮費を制して

民をあわれみ恵むことが第一の徳業となる．参勤

交代の大名行列を批判し，その膨大な費用は結局

百姓のつけになるとした．御政道を批判したこと

で，幕府により禁書となる．当該箇所は書簡のは

じめの部分である．

『邊
ヘ ビ ヰ

鄙以知
チ

吾
ゴ

』巻之上，五丁ウ19)

「民
タミ

肥
コ

へ國
クニ

ゆたかなる，是を強
キャウコク

國と云ふ．強

國の主
アルジ

として，王
ワウイ

位を守
シュ

護
ゴ

せんとならば，先

須らく身
シン

財
ザイ

【健
ケンカウ

康】に壽
ジュサン

算延
エンチヤウ

長なる事を計
ハか

るべし．若
モシソレ

夫多
タビヤウ

病短
タンジユ

壽ならばか，何
ナン

の暇
イトマ

有

てか帝
テイ

都
ト

を守護し，邦
ホウ

家
カ

を治め，生民お愛
アイ

顧
コ

する事を得んや．身財【健康】，長壽を得ん

とならば，飮
インシイ

食を節
セツ

にし，人
ジン

欲
ヨク

の 私
ワタクシ

を制
セイ

し

て，養
ヨウジヨウ

生の至
シ

要
ヨウ

を求
モト

むべし」

（5）『三教一致の弁』，宝暦 4（1754）年， （2）

某居士に与えた宗教の根本に関する仮名法語で

ある．内容は禅，浄土，老荘，神道の根本原理は

共通しており，「至善」にあるとするものである．

資料 3　『於仁安佐美』巻之上，三六丁オ
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①『三教一致の辯』20)

「今歳古
こ き

稀の馬
ば

年
ねん

を歴
ふ

れども，身
しんざい

材【健康】，

心神勇
ゆみよう

猛，氣力は次第に二三十歳の時にまさ

りて，平
へいぜい

生を輕
けい

快
かい

すといへども，少しも以て

足れりとせず，常に四
し

弘
ぐ

の誓
せいがん

願輪
りん

に鞭
むち

うつて

飽
あ

くことなし．」

②『三教一致の辯』21)

「居士の如きは宿
しゆくふく

福優
ゆた

かにして，一郷の長家

に主
あるじ

として，人望も厚く，聲
せい

價
か

もまた高く，

耳
じじゆんじゆう

順從心
しん

の齡
よわい

を經
ふ

れども，身體【健康】に

壽
じゆざん

山繁
はん

茂
も

して，萬
ばん

事
じ

心にまかせ，一郷の善
ぜん

士
し

と稱せられて，吉
きっきょうえいじよく

凶榮辱，飽
あ

くまで經
へ

つく

し給ふ事は，前
ぜんしよう

生多生 ［少］ 宿
しゆく

善
ぜん

の致す所

ならずや．」

（6）『夜
ヤ

船
セン

閑
カン

話
ナ

』巻之下，宝暦 5（1755）年， （1）

駿河小島藩主松平昌
しげ

信
のぶ

に与えた書簡の形をとる

仮名法語である．主題は，奢侈を禁じ浮費をおさ

え，佞臣を遠ざけ賢臣を重用して善政を施せとい

う政事指南である．藩主を補佐する重臣の名前を

具体的に出して，重用すべきであると提言してい

る．白隠の内観法を説いた『夜船閑話』と同じタ

イトルであるが，内容は何の連絡もない，まった

くの別物である22)．

『夜船閑話』巻之下，五丁ウ23)

「浮
フ ヒ

費を制
セイ

し，節
セツケン

儉を守り，枯
コ

淡
タン

を喫
キツ

して，

自
ジ ケ

家の餘
ヨ

分
ブン

を與
アタ

へて以て黎
レイ

民
ミン

を惠
メグ

まば，謂
イツ

つ

べし，仁
ジンセイ

政なりと．其
その

澤
タク

，兒
ジ

孫
ソン

に傳
ツタ

へて，

國
コクミヤク

脉必
カナ

らず【健
ケンカウ

康】ならん．」

（7）『夜
や

船
せん

閑
かん

話
な

』，宝暦 7（1757）年， （2）

白隠の仮名法語のなかでもっとも代表的なもの

とされる．若い白隠禅師が禅病に悩んでいた時，

人から教えられて，京都白河の山中にいた白幽子

を尋ね，内観の法を伝授されたという経緯を記

し，内観の法と軟酥の法を述べたもの．序と本文

からなるが，当該箇所は序の部分である．序の作

者は窮乏庵主飢凍，となっている．

①『夜
や

船
せん

閑
かん

話
な

』序文，一○丁オ24)

「至
しいじん

人の云く，此
これ

は是
これ

神
しんせん

仙長
ちょうせい

生不
ふ し

死の神
かみじゅつ

術な

り．中
ちゆうげ

下は世
せ

壽
じゆ

三百歳なるべし．其
その

餘
よ

は計り

定むべからず．予則ち歡
かん

喜
ぎ

に堪
た

へず，精
せい

修
しゆ

怠

らざる者大
およ そ

凡三年，心身次第に【健康】に，

氣力次第に勇
ゆうそう

壯なる事を覺
おぼ

ふ」

②『夜
や

船
せん

閑
かん

話
な

』，序文，一二丁ウ25)

「終
つい

に一日も罷
ハコウサイ

講齋を鎖
トザ

さず．身心【健
ケンカウ

康】，

氣力は次第に二三十歳の時には遙
はる

かに勝
ま

され

り．是
これ

皆彼
か

の内觀の奇功に依る事を覺ふ．」

（8）『仮
か な

名葎
むぐら

』 （ちりちり草）， 宝暦 9 （1759） 年， （1）

内容は唯一神道を批判するもので，甲府芝宮で

唯一神道を主張する神主の遠江をさとすものであ

る．両部神道がよい，とする．廃仏を説いた者，

唯一神道を始めた者たちの因果応報の例をいくつ

もあげる．神と仏の違いはあっても，ただ水と波

の違いであり，本来は同じものであると説く．

『仮
か な

名葎
むぐら

』（ちりちり草），三三丁オ26)

「其
その

上
うえ

，村中も次第に繁榮し，氏
うじ

子
こ

共
ども

まで

益
ます

々【健康】に少しの病難も無き事，是
これ

皆
みな

神

事も祭
さいれい

禮も神
しんりよ

慮に契
かな

へる驗
し

るしならずや．」

（9）『さし藻
モ

草
グサ

』，宝暦 10（1760）年， （1）

内容は某侯殿下近侍の求めに応ずる書で，第一

に，養生し長寿を保ち善政を行うことを勧める．

養生のためには女色が第一の禁物であるので大奥

の女性の数を減らし，倹約につとめなければなら

ない．第二にこの世に高貴な身分に生まれたのは

宿善の結果であるが，その身分に奢っていればま

た必ず三途に堕ちることになる．得がたき人身に

生まれたのだから，菩提心をおこして菩提を求め

よと説いている．

『さし藻
モ

草
グサ

』巻之一，一四丁オ27)

「帝
テイ

， 深
フかく

く其
その

意
ココロ

を感
カン

じ玉ひ， 即日， 群
グンシン

臣に命
メイ

じ

て， 宮女三千， 同時に放
ハウチク

逐し玉ふと．希
ケ ウ

有なる

哉
かな

， 玉體
タイ

， 日あらずして快
クワイフク

復ましまし， 次第

に 【健
ケンカウ

康】 にして， 仁政， 萬民を救
スク

ひ， 徳
トク

功
コウ

，

四海を蓋
ヲヽ

ひ玉ひけるとぞ．寔
まこと

に貴ぶべし．」
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（10）『毒爪牙』，宝暦 12（1762）年， （2）

『毒爪牙』は白隠の代表的漢文語録『荊叢毒蘂』

（1758）28)の拾遺文『荊叢毒蘂拾遺』に付されて

いる三丁ほどの短文の語録である．内容は，「碧

巌録」に真仏屋裡の語なし，ということの論議で

ある．この『毒爪牙』の末尾の文章につぎの「健

康」の語を使用した 2箇所がある．

『毒爪牙』，三丁ウ29)

①（漢文）

「傍僧曰，古来禅門之緇侶，有賢愚有利鈍，

【健康】長寿如麻似粟．那箇是被奪却命根底．

寔可怪」

（読み下し文）

「傍
ぼう

僧
そう

曰く，古来，禅門の緇
し

侶
りょ

，賢
けん

愚
ぐ

有り，

利
り

鈍
どん

有り，健
けんこう

康長
ちょうじゅ

寿，麻
ま

の如く粟
ぞく

に似たり．

那
な こ

箇か是命
みよう

根
こん

を脱
だっきゃく

却せらるる底
てい

．寔
まこと

に怪し

む可し」30)

②（漢文）

「窮乏道者曰，你輩【健康】長寿，縦閲三百

五百歳時，不窮明者般向上宗旨，総是鴉亦不

顧底屍臭皮，堪作何用．其顧焉」

（読み下し文）

「窮
きゅうぼう

乏道
どうしゃ

者曰く，你が輩
ともがら

，健
けんこう

康長
ちょうじゅ

寿．縦
たと

い

三百五百の歳
さい

時
じ

を閲
けみ

するも，者
しゃはん

般向
こうじょう

上の宗

旨を窮
きゅうめい

明せずんば，総
そう

の是れ鴉
あ

も亦顧みざる

の底
てい

の屍
ししゅうひ

臭皮，何の用を作
な

すか堪えん．其れ

焉
これ

を顧
おも

え」31)

4．考　　察

1）白隠の仮名法語にみる「健康」の語の使用

（1）「健康」 の語が初出した『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』 巻之 

上，（1751）

白隠禅師が寛延・宝暦期に著わした 10著作 16

ケ所に「健康」の語の使用が確認された．この

10著作のうち，9冊は仏教の教えをわかりやすく

説いた「仮名法語」といわれる著作であり，他の

一冊は漢文体の語録であった．

仮名法語のなかでは，白隠禅師が中御門天皇の

皇女である門跡の姫宮に与えた法語『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐

美
ミ

』巻之上，（1751）での使用が早かった．

（2）白隠が使用した「健康」の字体

白隠の今回研究対象とした著作において，健康

の 「健」 の字は 3種類の字体が使用されていた．

「健康」 の語を使用している 9冊の仮名法語の原

本影印には，白隠独自の 「健」 の字が使用されて

いた．最新の『日本難字異体字大事典』（2012）32)

によると，人部 8–9画の「健」の字の異体字には，

「俗字」が二つと草書体が一つの三つが掲載され

ている （資料 4）．白隠の独自の 「健」 の字は，こ

の事典の二つの俗字の，最初の「健」の俗字の 

「にんべん」 の 「つくり」 の部分に，2つ目の俗字

のへんである 「ぎょうにんべん」 を合成したよう

な字体となっており，「健」 の字の俗字の範疇を

大きく逸脱するものではなく，俗字の一種と考 

えることができる．草書体の使用は確認できな

かった．

異体字とは『広辞苑』によると，漢字や仮名の

標準字体以外のものをいう．ただし，同字認識に

は，時代や位相，社会的，あるいは個人的な認識

によって大きな差があり，その認定はむずかし

い， とされており33)，この大事典に現時点では未

掲載であっても，今後さらに新たに発見される可

能性が残っている．白隠の独自の健の字はまだ発

見されていない異体字である可能性がある．

10番目の漢文体の『毒爪牙』には「ぎょうに

んべん」の「健」の字が 2ケ所に使用されており，

資料 4　「健」の異体字（俗字 2，草書体 1）
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これは前述の『異体字事典』に「異体字」として

取り上げられている俗字の 2つ目に該当する字体

であった．白隠の仮名法語『壁
いつまで

生草
ぐさ

』（1766）は

最晩年に書かれた自伝で，後半部には漢文体の

『夜船閑話』が掲載されており，「健康」 という語

の使用はみられないが，「健」 の字一字での使用

ではあるが，そこには今日的な標準的な「健」 の

字が使用されていた34)．このことから，白隠の 

使用した「健康」の 「健」 の字は，①白隠独自の 

「健」の字，②ぎょうにんべんの「健」 の字，③

標準的な字体の今日的な「健」の字の 3種類とな

る（資料 5）．

（3）白隠が使用した「健康」の語の文脈からみた

意味

白隠の「仮名法語」における使用例 14箇所で

は，「健康」は，国脈の健康 （2），身心健康 （2），

心身健康 （2），御健康 （2），身財健康 （2），身材

健康，身体健康，益々健康，玉体健康， となって

いる．14箇所のうち，7箇所において「健康」は

身心，身財，身材，身体，玉体，というように心

よりも実質的な「身・からだ」を優先している使

いかたをしており，心を先に使用した心身への使

用は 2ケ所であった．他の 3ケ所は御健康，益々

健康のように両者を区別した使用はしていない．

また 2ケ所は「国脈」 に使用していることから，

藩主の治める領地や藩主自身の家系の維持・継続

の意味にも使用されている．さらに漢文体の語録

においては 「健康」 と 「長寿」 とセットで使用して

いることがわかる．

白隠の仮名法語の 6著作『遠羅天釜』『布鼓』 

『夜船閑話』『八重葎』『歓発菩提心偈』『壁生草』

においては形容詞の「健
すこ

やか」が 14箇所ほど使

用されている．また「健康」と同様の意味で「堅

剛」35)という語も使用していた．「健康」 のふりが

なは，「ケンカウ」が 5回，「ケンコウ」が 3回，

ふりがなが付されていないものが 6ケ所であっ

た．このことから読み方は今日と同じ「けんこう」

であることがわかる．

野村瑞城は，『夜船閑話』の全文と現代語訳，

註釈を記した自著のなかで，「序文と其の意味」

の小項目の現代語訳のところで，「師は是等の参

禅者を救うべく健体康心の秘訣たる内観の法を授

けられた」というように訳している36)．つまり，

「健」 は 「体」 を修飾し，「康」 は 「心」 の修飾に用

いている．「健康」をこのように理解するならば，

身体が先にきて心はあとにくる用語であることが

わかる．このことについて，青木は国語辞典を各

種用いて，「健」は主に身体的な意味に，「康」は

心のほうに用いられるとしている37)．

2）白隠の仮名法語の禅宗史における位置づけ

白隠の著作は多方面にわたり，自筆の文書は

50種を数える．漢文体の語録，古典の講義や著

語からなる提唱録，漢文体の自叙伝，和文体の

「仮名法語」，俗謡風の説教などがあり，他に書簡，

墨蹟，禅画などもあり，超人的ともいえる著作活

動を行っている．

今回研究の対象とした「仮名法語」 とは，かな

（和文）で記された仏法の道理を示した語である．

元来，禅は中国からもたらされ，禅文化の土台と

なっているものは漢文表記である．仮名法語は中

世から近世にかけて流行した．仮名法語の著者は

華厳宗，法相宗，真言宗，時宗，禅宗などほとん

どすべての宗派にわたるが，そのなかでも多くの

仮名法語を著したのは禅宗系統である38)．

江戸時代になっても庶民に漢文の素養のある者

は少なかったため，庶民に禅を説くには和文で記

された「仮名法語」が必要とされた．「仮名法語」

資料 5　白隠の使用した 3種類の「健」の字
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は白隠の発明というわけではなく，古来より，夢

窓疎石，抜隊得勝，一休宗純などの高僧が著して

いるが，白隠の仮名法語は量の点で先人たちを凌

駕している．そのため「仮名法語」といえば白隠

というイメージが強くなっている39)．

（1）鈴木大拙と白隠の仮名法語

禅の研究者鈴木大拙（1870–1960） は，白隠を

シナ禅を日本化した大功績者であるとし，今まで

にも仮名法語というものもあったが，文字を大和

風にしただけでその精神には尚シナ臭味があっ

た，ところが白隠に到りては禅がその文字におい

てのみならず，その精神においても日本化してき

たというべきである，と記している．

また，白隠の文字は漢文字であるが，その気分

は全く日本的で，日本人の性情に適していると思

うこと，公案を設けるにも著語をするにも，法語

を出すにも，提唱をするのにも，シナを真似する

ではなく，日本人がやっている禅として禅を取り

扱っているように見えること，白隠以前にありて

は，まだシナの禅を学んでいるという感じが抜け

ていないかしらんと想はれるが，白隠になると禅

は元から日本のものであったというような心持が

でること，即ち禅が吾が物となってきた，と記し

ている．さらに白隠は通俗禅の鼓吹者であったこ

と，この時代には禅がいわゆる知識階級にのみ限

るべきものでないという社会意識が一般にあった

のかも知れないこと，白隠は禅の俗間に流布せら

れんことを期したこと，白隠の通俗禅の鼓吹は民

間との本当の接触にみるところがあったといわれ

ないだろうか，と述べている40)．

（2）秋月龍珉と白隠の仮名法語

禅研究者の秋月龍珉 （1921–1999） は白隠の多数

の仮名法語作品の出現に対し著書『白隠禅師』41)

のなかで，江戸初期の関東の革新的な雰囲気の中

で新しく起こってくる庶民階級の禅として，「在

家禅」といってもいいと思うが，そういう日本仏

教の近世のプロテスタントというか，宗教改革の

一環として，「白隠の禅」 を捉えていくことが大

事だと思う，と述べ，白隠の禅が仮名法語という

面で，庶民階級の中に延びていったのもここにそ

の源があると思う，その背後に白隠の「闡
せんだい

提思想」

があり，これが「白隠禅の本質」に関わる大事で

ある，と記している．闡提とは仏性を有たない人

のことで小乗仏教ではこれを「凡夫の闡提」と

いって認めている．それに対し大乗仏教では，「菩

薩の闡提」ということを言い出した．慈悲心のあ

まりに無限の衆生を成仏させようとして，無限の

衆生が成仏するまでは「私一人成仏しない」とい

う「願」に生きる心を，「菩薩の闡提」思想とい

うのである．白隠の師家としての室号は「闡提窟」

という．

（3）白隠の願心―長命，健康，養生

白隠は『辺
ヘ ビ ヰ

鄙以知
チ

吾
ゴ

』42)や『夜
ヤ

船
セン

閑
カン

話
ナ

』巻の 

下43)，『さし藻
モ

草
グサ

』44)などにおいて，為政者 （藩

主・大名）は仁政・善政を行うのには健康と長命

が必要であると考えていた．白隠の禅画のなかに

は長寿であることを願って描いたと思われる『百

寿図』が残っている．また白隠の禅画に登場する

『お福お灸』や『お婆々どの粉引歌』に描かれて

いるお福さんの着物の模様や『布袋解開』の布袋

の着物に「寿」の字が描かれ，『鼠大黒』や『蛤

蜊観音』 の禅画のなかにも 「寿」 の字が描かれて

いる．「寿」 は「いのちながし」 と読む．さらに白

隠の『延命十句観音経』には，本来の『十句観音

経』 にわざわざ 「延命」 の二字が付されている45)．

これらのことから，「長寿」は白隠の真の願心で

あることがわかる46)．その一方で，同年代に著さ

れた漢文体の語録『毒爪牙』 においては，最終的

には健康・長命よりも仏の教えを知ることのほう

が大事である，と結論づけている47)．

「健康」 に類似し 「健康」 よりも古くから用いら

れている 「養生」の語については白隠の「仮名法

語」のなかで約 30ケ所に使用されている48)．両

者の違いについて考えてみると，『辺
ヘ ビ ヰ

鄙以知
チ

吾
ゴ

』49)

のなかに「身財健康，長寿を得んとならば，飲食

を節にし，人欲の私を制して養生の至要を求むべ

し．養生の至要は，良医を近づけ，内観と信力を

並べ備へて武運を養ひ玉ふべし」 とあることか

ら，「健康」は身体の状態を表し，「養生」は「生



平尾真智子：白隠禅師の仮名法語にみる「健康」の語の使用 249

を養う」という身体の動作を表していると考えら

れる．さらに「身財健康に寿算延長なる事」に対

し「多病短寿ならば」と対句となっていることか

ら考えれば，「身財健康」と「多病」は反対語と

考えることもできる．つまり，「健康」を病のな

い身体の状態ととらえているのである．

また『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』巻之上の注において芳澤は，

「養生」には「生命力を養い心身の健康を増進し

精進すること」 と記しており，養生とは動作を伴

うものととらえている50)．このことから，「健康」

は養生が目的とする状態であることがわかる．

（4）白隠が「健康」の語を用いた仮名法語を著し

た寛延・宝暦という時代

白隠が「健康」の語を使用した仮名法語を著し

たのは寛延 4年の『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』巻之上を除いて，

すべて宝暦年間のことである．『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』巻

之上も宝暦と改元される年の著作であることか

ら， 宝暦期を主体に考えてもよいものと思われる．

この宝暦期は江戸時代の時代区分でいうと徳川

吉宗による享保の改革の終盤期と田沼時代のちょ

うど中間期にあたる．将軍は第 9代の徳川家重

（在位 1745–1760） である．江戸時代中期において

もっとも百姓一揆が発生したのが 1750年前後で

あり，特に「郡上宝暦一揆」 （1754） は大きなもの

だった．この時代の百姓一揆はいわゆる「惣百姓

一揆」といわれるもので，村役人や百姓が領主や

藩主に対し，新税撤回や専売制廃止を要求して行

われるものであった51)．

白隠のこの時期の仮名法語のうち，『辺
ヘ ビ ヰ

鄙以知
チ

吾
ゴ

』 や 『夜
ヤ

船
セン

閑
カン

話
ナ

』 巻の下，『さし藻
モ

草
グサ

』 は藩主に

対し仁政を行うことを説いている法語であること

から，白隠もこの時代の影響を受けているといえ

よう．『白隠―江戸の社会変革者』を著した高橋

敏はそのなかの「宝暦・明和期の白隠」の章で，

この時期に「姫路藩寛延大一揆」 や「郡上藩宝暦

騒動」，「岡崎藩水野家」「加納藩安藤家」のお家

騒動，京都の竹内式部の尊王事件，倒幕思想の先

駆けとなる山県大弐の放伐論などの白隠の周辺に

起こった事件を取り上げている．白隠の『辺
ヘ ビ ヰ

鄙以

知
チ

吾
ゴ

』はその激烈な政治批判のために禁書となっ

た．白隠は明和年間に駿河小島藩で起こった惣百

姓一揆にも関与していた可能性も指摘されており，

幕政・藩政への批判が生じた時代であった52)．

また秋月は禅宗史的にはいわゆるプロテスタン

トの登場であり，宗教改革ともいえる時代であっ

たと捉えている．

3）日本史における「健康」の語のルーツ

（1）漢語辞典にみる「健康」の語のルーツ

『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』 （2007）

において編集者佐藤亨は，「健康」の項目53)を設

けている．そこには① 「Health, s. 健康， 安全」 の

出典として，『英和対訳袖珍辞書』（堀達之助ら・

文久 2年 1862）が例としてあげられている．こ

の項目の 「意味・出自」 の解説には，「健康」 は幕

末期に英語の healthの訳語として成立した．それ

より以前は「康健」で中世からみえる，とし正平

元年（1346）『宝覚真空禅師録』 が出典としてあ 

げられている．近世では貝原益軒『養生訓』（第

2巻） に「年わかく康健なる時よりはやく養うべ

し」とある．中国では「康健」は唐代の詩人白居

易の詩にみられていて，漢籍に典拠がみられるも

のの「健康」の語はみない，としている．清の時

代のイギリス人中国学者 James Leggsの『智環啓

蒙塾課初歩』 （1865） に「health  康健」 とあり，後

代においても中国では「康健」が用いられていた，

とある．

『日本国語大辞典』第 2版 （2001） では「健康」

の項目では，健康の用語の使用例の最初として，

福沢諭吉の書籍『西洋事情』 （1866， 1870） が例文

としてあげられている．

（2）国語学からみた「健康」のルーツ

「健康」という語に関する研究には，国語学か

らの研究も行われている．「健康」の語源を研究

した荒川清秀によると，「健康」は中国起源で 

はないという．「健康」が日本製の漢語であるこ

とを証明するために，19世紀の英華辞典に「健 

康」 という語が取られているかを調べてみると，

healthの訳には「康健」が当てられているだけで

「健康」は出てこない．19世紀の英華辞典に出て
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こないということはまず，中国製ではないと考え

てよい，としている．

また「健康」は「康健」をひっくりかえしてつ

くられた，「健康」は中国人より日本人につくり

やすいパターンに属する例であるという．複合語

で意味のうえから原因が捜し出せない場合，中国

語の場合には二つの字は声調（四声）の順に並ぶ

傾向が強いという．「康健」は声調の順に並んで

いるが，「健康」はそうではない，という．

「健康」「康健」のような字順を逆にした語につ

いては，日本の国語学界では早くから注目されて

いて，すぐれた研究が行われている．複合語の場

合，多用のもの，意味の優勢なものが前にくると

いう場合がある，という．以上のことから国語学

者の荒川は「健康」は日本人による造語である可

能性が高いと指摘し，もとあった「康健」に新し

い意味，役割をもたそうとして「健康」とひっく

りかえしたと考えたい，と述べている54)．

（3）日本史史料のデータベースからみた「健康」

のルーツ

日本史史料に関するデータベースを用いた「健

康」の語の検索として，東京大学史料編纂所の

データベースによる検索55)では，全文の検索に

用いられる「奈良時代古文書フルテキストデータ

ベース」「平安遺文フルテキストデータベース」

「鎌倉遺文フルテキストデータベース」「古記録フ

ルテキストデータベース」「古文書フルテキスト

データベース」などに「健康」の用語に該当する

ものはなかった（2016.2.14アクセス）．

日本史上のできごとを主題とした「大日本史料

総合データベース」「近世史編纂支援データベー

ス」にも「健康」の用語に該当するものはない

（2016.2.14アクセス）．約 10万件の史料を検索で

きる「近世編年データベース」では『慶安二年の

御触書』『加賀藩文書』の 2件検索されるが，史

料の原文ではなく解説文による使用であった．

史料の所在を検索する「所蔵史料目録データ

ベース」では室町時代の『三条西実隆公記』が検

索されるが，こちらも史料に対する現代語による

解説文による使用であった．また「日本古文書ユ

ニオンカタログ」では『萩藩文書』『東福寺文書』

の 2件検索されるが，こちらも前者は史料原文で

はなく解説文による使用であり，後者は中国の地

名の「建康」であり，「健康」の用語に該当する

ものはなかった（2016.2.14アクセス）．これらの

ことから，日本史史料としての幕府や大名家，寺

社などによる行政・経済関連の文書には「健康」

の語の使用がみられないことが判明した．

（4）日本古典籍・百科事典・古語辞典・仏教辞典

からみた「健康」のルーツ

『国書総目録』を「健康」で検索すると『健康

理学』（東京大学図書館所蔵）が掲載されている．

本書は明治維新期のお雇い外国人で医師である

ボードウィンによる明治 3年の「医学所」での生

理学の講義内容を翻訳した手書きの書である56)．

国文学資料館の「日本古典籍総合目録データ

ベース」は『国書総目録』を引き継ぐ形のもので

「健康」の検索で『健康理学』『健康書』の 2件検

索される．『健康理学』は前述の明治期初期のも

ので，『健康書』は表紙のない史料に対する後世

の目録作成者による表題の命名であったことが確

認できた．

明治初期に編纂された最初の百科事典ともいえ

る『古事類苑』57) （全 51巻） は上代から近世末ま

での日本のあらゆる分野の事項を解説しており，

日本史史料の重要な文献である．国際日本文化セ

ンターによる「古事類苑データベース」では「看

病」「養生」の用語は検索されるが，「健康」の用

語には該当がない．

日本の古典文学作品の語彙を理解するための用

語で，上代から近世末までの作品に用いられた用

語に関する辞典として，『角川古語大辞典』58)（全

5巻）がある．この辞典に「健康」の語は収録さ

れていない．このことから，上代から近世末以前

の古典文学作品に「健康」の語は使用されていな

いことがわかる．最後に代表的な仏教用語辞典で

ある『望月仏教大辞典』59)には「健康」の用語は

未掲載であり，仏教用語としてはとらえられてい

ない．
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以上のことから，上代から近世末までの政事関

連の史料，医学書を含めた総合的な古典籍の書

籍，古典文学作品，仏教書という広範囲な分野の

文献に，「健康」 とタイトルのつく書や 「健康」 の

用語は検索されないということが判明した．

4）白隠『夜船閑話』（1757）の普及と「健康」の

語の普及

（1）白隠の門人，在家信者，白隠自身による『夜

船閑話』の普及

白隠の仮名法語は特定の信者や藩主・大名，門

跡などに与えた書簡の形で残っているものが多い

が，『夜船閑話』だけは健康法として広く庶民に

普及した．『国書総目録』60)で 『夜船閑話』 を所蔵

している図書館や資料館が全国で 23と他の文献

よりも多いことから，かなり普及していたことが

わかる．

白隠には東嶺円慈，遂翁元慮，峨山慈棹，大休

慧昉の四大高弟を初め，80人近くの直弟子がい

たという61)．このうち，東嶺は剣術の寺田に参禅

錬丹の術を教えており，これらの弟子をとおして

白隠の調息法が広まったことも想定される．また

松蔭寺の周囲や近隣地域には在家の信者も多く，

彼らは鵠林教団を形成していた62)．また同じ禅宗

で曹洞宗の良寛（1758–1831）も越後で『夜船閑

話』を読み養生していたことが知られている63)．

白隠の歩いた距離を研究した渡邉義行による

と，84年の生涯でその距離は 1万 2千キロにも 

なるという64)．この移動は晩年は籠を利用した 

ようであるが，多くは徒歩によるものである． 

『夜船閑話』が刊行されたのは白隠 74歳の宝暦 

7 （1757） 年で，入寂する 84歳までの 10年間に講

話・講演などで訪れた寺院数は約 92ケ所にもな

る65)．このように白隠は各地の寺から講師として

招聘されており，その際，土産として『夜船閑話』

を持参した可能性もある．

白隠はまた今日の呼吸法による健康法の元祖と

され66)，明治になってからも 19年『白隠禅師夜

船閑話』（宝暦 7年版の復刻，和書）が京都の貝

葉書院から印刷出版されている．

（2）国学者，武道家，医者による 『夜船閑話』 の

普及

仏教学者である鎌田茂雄の「白隠禅師の調息法

及びその継承と発展」という論考には，江戸時代

後期の国学者平田篤胤（1776–1842）が自身の著

作『志
し づ の

都乃石
い わ や

屋』67)のなかで白隠の『夜船閑話』

を読み，彼の調息法を健康法に取り入れているこ

とが記されている．篤胤の江戸の塾「気
いぶきのや

吹舎」の

門人は天保期で 370名，天保末には 500名を超え

ており，門人は江戸近辺から上総・下総を中心と

しながら，遠江，三河，備前，備中，伊予，越後，

陸奥，出羽など，東西の遠方地域まで及んでいた，

という68)．

白隠の『夜船閑話』にみられる調息法は武道に

も取り入れられた．江戸時代後期の武道家，兵法

家，天真白井流で有名な白井鳩洲（白井亨 1783–

1843）の師は寺田五右衛門宗有（1745–1835）で

ある．その寺田は白隠の弟子の東嶺により参禅錬

丹の術を受けたという．寺田は参禅錬丹の術に兵

法を加えて独自の呼吸法を生み出した．白井は心

法による剣術を理想とし，白隠が『夜船閑話』等

に記した内観法を行い錬丹を重視した．白井には

『兵
へいほう

法未
み ち し る べ

知志留辺』などの著作がある．白井の武

道・兵法を受けた者は，勝海舟をはじめ百人余り

に及んだという．また江戸時代後期の町医者平野

重誠は著書『養生訣』のなかで呼吸法について述

べているが，平野はこの白井から呼吸法を学び，

医術の助けとしたのである69)．この呼吸法は平野

の『病家須知』にも記されている．

平田篤胤の門人や白井鳩洲などの武道家，平野

重誠などの町医者による呼吸法の採用をとおし

て，白隠の『夜船閑話』の内容である呼吸法は明

治期まで伝えられた可能性がある．

5．白隠禅師の仮名法語にみる 

「健康」の語の使用の日本医学史上の意義

白隠禅師が寛延・宝暦期に著わした 10著作 16

ケ所に「健康」の語の使用が確認された．そのな

かで，白隠禅師が中御門天皇の皇女である門跡の

姫宮に与えた法語『於
ヲ

仁
ニ

安
ア ザ

佐美
ミ

』寛延 4（1751）

年での使用が早かった．「健康」の語は江戸中期
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の仏教者，白隠禅師の「仮名法語」等の著作で主

に身体の健康の意味で随所に使用されており，そ

の使用は 1751年まで遡ることが明らかとなった．

「健康」の語の表出された時代は百姓一揆が多

発した宝暦期で，幕府や藩の政事に対する「批判

精神」の台頭した時期と重なっている．このよう

な「批判的精神」を背景にこれまで用いられてき

た中国由来の「康健」ではなく，意味的に身体の

「健やか」を優先し，字順を逆にした日本語とし

ての「健康」が創出されたのであろう．新しい価

値観による世相・社会を背景に白隠の仮名法語，

それに伴う「健康」の語が登場してきたと捉える

べきであろう．白隠は善政を行う為政者には健

康・長寿が必要であると訴えている．また国脈と

いう文脈で「健康」の語を使用していることから，

藩主の領地の維持，藩主の家系の維持の意味合い

を持たせていることがわかる．この願心から，従

来からある中国語の「康健」を逆にし，まずは身

体的な強さを優先した「健康」の用語を造語した

といえる．

これまでの日本医学史研究書において，江戸中

期における白隠禅師の仮名法語における「健康」

の語の使用は，医学史の一分野として全く位置づ

けられてこなかった．医史学研究者の富士川游は

『日本医学史綱要』70)のなかで，太古の医学から

江戸時代までの医学史を通史として記述して 

いる．そのなかに「養生科」に関する記載はある

が，「健康」 に関する記述はみられない．また白

隠の「健康」 の用語の使用は江戸時代中期に生じ

た事実であるが，江戸時代の代表的な医学史書で

ある服部敏郎の『江戸時代医学史の研究』は，江

戸時代医学の概観，儒学と医学，国学と医学，蘭

学と医学，庶民文芸と医学，江戸時代著名人の病

気，江戸幕府の医官について，の七章で構成され，

白隠は「儒学と医学」の章の「第 3節　儒学者の

医学観」 の 「第 5項　貝原益軒」 の 「3　養生訓と

夜船閑話・志都能石屋」で取り上げられている．

しかし，ここでは長寿・健康を保つ道を説いた書

として『夜船閑話』は紹介されてはいるが，「健

康」そのものをタイトルにした見出しとはなって

いない71)．さらに近年では青木歳幸の『江戸時代

の医学―名医たちの三百年』がある．このうち，

第二章江戸前期―古方派の成立の，中項目の 3は

養生への関心， となっており，『養生訓』 と貝原益

軒の小項目となっている．また第三章江戸中期 

―実証的精神の成長， のなかの 8つの中項目はそ

れぞれ  1．享保の改革と医学， 2．本草学と医学，

3．古方派の新展開，4．庶民とともに生きる医師，

5．『解体新書』の時代，6．蘭学の興隆，7．解剖

の広がり，8．医学教育の新展開， となっており，

「健康」に関する項目は見あたらない72)．

以上のことから，従来の日本医学史は，医学と

病気そしてその治療の側面の歴史的変遷に重点を

おき，健康の側面には養生以外に注意を向けてこ

なかったといえよう．今回の研究による江戸時代

中期における白隠禅師の仮名法語における「健

康」の語の使用は，日本医学史のなかの江戸時代

に医学の一分野として，「養生」とは別項目とし

て位置づく価値があることが明らかになった．白

隠禅師による「健康」の語の使用は，日本医学史

上に「健康」の用語の初出として，明確に位置づ

けられる必要がある．
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Use of the Term Kenkō in  
Hakuin’s Buddhist Writings in Japanese:  

from Oniazami (1751) to Sashimogusa (1760)

Machiko HIRAO
Health Science University

This article discusses how the term kenkō is used by Hakuin Ekaku (1685–1768), a priest of the Rinzai 
sect of Zen Buddhism in the middle Edo period. The term kenkō appears fourteen times in such texts in 
Japanese (kana) as Oniazami kan-jō (1751), Oniazami kan-ge (1752) Sekishu-onjō (1753), Hebi’ichigo 
(1754), Sankyō-icchi no ben (1754), Yasen kanwa kan-ge (1755), Yasen kanwa (1757), Kanamugura 
(1759), and Sashimo gusa (1760). In addition, in Dokusōge (1758), one of Hakuin’s texts written in 
Chinese (kanbun), kenkō also appears twice. The examination of these examples suggests that the term 
kenkō is not only used to refer to the healthy state of one’s body and mind, which is similar to the mean-
ing of today, but sometimes it also indicates ‘land’ and ‘nation’. This research concludes that the first 
appearance of the term kenkō in Japan seems to date back to 1751.

Key words:	 Hakuin the Buddhist, Buddhist writing in Japanese (kana), kenkō, Edo period, Oniazami


